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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績の回復から設備投資の増加や雇用情勢の改善などが

あり、緩やかながらも回復基調を維持しました。しかしながら、原材料やエネルギーコストの上昇、消費税率引き

上げに伴う駆け込み需要の反動による影響など、弱い動きが見られました。

 海外経済は、アジアにおいてアセアン景気の足踏み状態や、中国の景気減速が見られましたが、米国では回復

し、欧州でも持ち直しの動きが見られ、全般的に緩やかな回復となりました。

 当社グループを取り巻くエレクトロニクス業界におきましては、ビッグデータ関連市場やエネルギー産業関連市

場の需要が引き続き拡大基調で推移しました。

 このような環境の下、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は117億79百万円（前年同期比

6.5％増）となりました。売上高の増加及びコスト削減等により営業利益は４億99百万円（同72.7％増）、経常利

益は６億３百万円（同111.7％増）となりました。四半期純利益は前年計上しました特別利益がなくなり、３億76

百万円（同27.6％増）となりました。

 主なセグメント別の業績は、次のとおりです。

（電線・加工品） 

  デジタル機器用ケーブル、半導体製造装置関連ケーブル及び車載用ケーブルの売上が堅調に推移したことによ

り、売上高は97億38百万円（前年同期比8.3％増）となりました。売上高の増加及びコスト削減等により、セグメ

ント利益は５億67百万円（同45.4％増）となりました。 

（電子・医療部品） 

 医療用特殊チューブの売上は堅調に推移しましたが、ネットワーク機器の売上が微減となり、売上高は19億67百

万円（前年同期比1.6％減）となりました。競争激化による販売価格の低下及び償還価格の改定等の影響により、

セグメント利益は１億57百万円（同35.8％減）となりました。

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ６億78百万円増加し、272億33百万円となり

ました。主な増加は、「投資その他の資産」の投資有価証券が３億42百万円、「機械装置及び運搬具（純額）」が

２億４百万円増加しました。

 当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ２億８百万円減少し、92億97百万円となりまし

た。主な減少は、「長期借入金」が４億34百万円減少し、主な増加は、「賞与引当金」が１億４百万円増加しまし

た。 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ８億87百万円増加し、179億35百万円となり

ました。主な増加は、円安の進行により「為替換算調整勘定」が４億93百万円、「利益剰余金」が２億88百万円増

加しました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成26年５月７日公表の業績予想から変更はありませ

ん。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 （退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を平均残存勤

務年数を基礎とする方法から、デュレーションに基づく単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しておりま

す。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が６百万円増加し、利益剰余金が４百万円

減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそ

れぞれ５百万円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,321 3,370 

受取手形及び売掛金 7,041 7,013 

有価証券 146 51 

商品及び製品 1,716 1,813 

仕掛品 755 794 

原材料及び貯蔵品 1,810 1,896 

繰延税金資産 160 174 

その他 382 485 

貸倒引当金 △6 △6 

流動資産合計 15,329 15,593 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,485 3,419 

機械装置及び運搬具（純額） 2,497 2,701 

土地 2,582 2,585 

その他（純額） 507 467 

有形固定資産合計 9,073 9,175 

無形固定資産 137 152 

投資その他の資産 2,014 2,311 

固定資産合計 11,225 11,639 

資産合計 26,554 27,233 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,538 2,582 

短期借入金 1,842 1,892 

未払法人税等 184 235 

賞与引当金 46 150 

その他 869 821 

流動負債合計 5,481 5,682 

固定負債    

長期借入金 2,039 1,605 

退職給付に係る負債 1,770 1,776 

役員退職慰労引当金 35 36 

その他 179 196 

固定負債合計 4,024 3,614 

負債合計 9,505 9,297 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,555 1,555 

資本剰余金 1,459 1,459 

利益剰余金 15,592 15,880 

自己株式 △2,339 △2,339 

株主資本合計 16,267 16,555 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 167 237 

繰延ヘッジ損益 － 23 

為替換算調整勘定 681 1,174 

退職給付に係る調整累計額 △67 △55 

その他の包括利益累計額合計 781 1,379 

純資産合計 17,048 17,935 

負債純資産合計 26,554 27,233 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 11,065 11,779 

売上原価 9,096 9,519 

売上総利益 1,969 2,259 

販売費及び一般管理費 1,680 1,760 

営業利益 289 499 

営業外収益    

受取利息 10 11 

受取配当金 6 7 

為替差益 - 66 

その他 23 37 

営業外収益合計 39 122 

営業外費用    

支払利息 10 9 

為替差損 24 － 

その他 9 8 

営業外費用合計 44 18 

経常利益 285 603 

特別利益    

違約金収入 240 － 

特別利益合計 240 － 

特別損失    

投資有価証券売却損 0 － 

事業構造改善費用 - 34 

その他 0 0 

特別損失合計 0 35 

税金等調整前四半期純利益 524 568 

法人税、住民税及び事業税 174 238 

法人税等調整額 54 △42 

法人税等合計 229 195 

少数株主損益調整前四半期純利益 295 372 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △3 

四半期純利益 295 376 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 295 372 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 60 69 

繰延ヘッジ損益 2 23 

為替換算調整勘定 317 493 

退職給付に係る調整額 - 12 

その他の包括利益合計 381 598 

四半期包括利益 677 971 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 676 975 

少数株主に係る四半期包括利益 0 △3 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

電線・加工
品 

電子・医療 

部品 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 8,993 1,998 10,991 74 11,065 － 11,065 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

134 － 134 － 134 △134 － 

計 9,127 1,998 11,125 74 11,200 △134 11,065 

セグメント利益 390 244 635 61 696 △407 289 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、転売品及び不動産事

      業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△４億７百万円には、セグメント間取引消去△１億34百万円及び各報告セ

グメントに配分していない全社費用△２億73百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

電線・加工
品 

電子・医療 

部品 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 9,738 1,967 11,705 73 11,779 - 11,779 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

2 0 3 - 3 △3 - 

計 9,741 1,967 11,709 73 11,782 △3 11,779 

セグメント利益 567 157 724 54 779 △279 499 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、転売品及び不動産事

      業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△２億79百万円には、セグメント間取引消去△３百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△２億76百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

 会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算

方法を変更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更

しております。

 当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「電線・加工品」のセグメ

ント利益が４百万円減少し、「電子・医療部品」のセグメント利益が１百万円減少しております。
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